施設は今・・・　（特輯　障害者問題と佛教） by 細井, 俊明
施
設
は
今
細
井
俊
明
(竜
雲
少
年
農
場
長
)
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
、
法
然
上
人
七
百
五
十
年
遠
忌
、
親
鸞
上
人
七
百
年
忌
、
記
念
と
し
て
先
代
明
誉
に
よ
う
て
造
ら
れ
た
精
神
薄
弱
児
施
設
竜
雲
学
園
は
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
に
、
精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
竜
雲
少
年
農
場
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
よ
り
精
神
薄
弱
者
通
所
受
産
施
設
竜
雲
か
し
の
き
園
を
生
み
つ
つ
、
今
日
に
到
り
、
百
十
名
の
園
児
、
園
生
の
、
生
活
、
指
導
、
人
生
の
場
と
し
な
が
ら
色
々
な
日
々
を
送
っ
て
き
た
。
香
川
県
高
松
市
南
郊
に
、
大
き
な
池
に
囲
ま
れ
、
遠
目
に
は
、
古
墳
の
よ
う
で
も
あ
り
、
城
塞
と
も
見
え
る
山
寺
は
、
法
然
上
人
二
十
五
霊
場
二
番
札
所
仏
生
山
来
迎
院
法
然
寺
。
竜
雲
学
園
と
、
竜
雲
か
し
の
き
園
は
こ
の
巨
き
す
ぎ
る
ほ
ど
の
境
内
に
あ
る
。
竜
雲
少
年
農
場
は
、
こ
こ
か
ら
、
さ
ら
に
南
へ
、
約
二
十
キ
ロ
、
阿
讃
山
脈
の
北
麓
に
あ
り
、
峠
を
越
え
て
、
阿
波
領
へ
抜
け
る
と
、
大
河
、
吉
野
川
の
流
れ
。
そ
の
彎
曲
部
に
、
夏
、
春
、
高
校
野
球
連
覇
の
池
田
高
校
が
あ
る
。
讃
岐
に
あ
る
精
薄
施
設
の
紹
介
に
、
わ
ざ
わ
ぎ
、
阿
波
分
の
池
田
高
校
が
出
て
く
る
こ
と
に
、
ポ
パ
イ
軍
団
へ
の
熱
狂
、
過
熱
を
お
汲
み
と
り
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。
讃
岐
は
古
来
、
大
陸
と
の
交
易
や
産
物
の
豊
富
、
災
害
の
少
な
い
こ
と
等
、
豊
か
で
あ
り
人
情
は
厚
く
、
お
お
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
を
含
め
て
学
園
の
園
児
、
園
生
職
員
共
々
に
、
そ
の
気
質
を
受
け
つ
い
で
い
る
。
児
童
施
設
の
竜
雲
学
園
児
は
、
世
の
子
供
達
が
過
去
へ
置
き
忘
れ
た
野
趣
を
多
分
に
発
揮
し
、
寺
の
境
内
を
賑
わ
し
た
り
騒
動
を
興
し
て
く
れ
る
。
今
は
改
修
も
進
み
境
内
の
見
通
し
も
よ
く
な
っ
た
が
、
山
頂
へ
到
る
諸
堂
の
一
部
は
、
犬
小
屋
に
改
造
さ
れ
た
り
、
改
修
な
っ
た
重
文
ク
ラ
ス
の
鐘
楼
の
欄
平
が
、
ノ
コ
ギ
リ
訓
練
の
場
に
な
っ
一115一
て
、
寸
断
さ
れ
た
り
、
献
灯
ろ
う
そ
く
が
び
っ
し
り
灯
さ
れ
た
り
、
笑
い
事
で
は
済
ま
ぬ
場
合
が
多
発
す
る
。
し
か
し
、
マ
イ
ナ
ス
は
常
に
プ
ラ
ス
へ
転
化
す
る
ご
と
く
、
竜
雲
か
し
の
き
園
の
職
種
が
、
花
の
栽
培
で
あ
る
た
め
、
四
季
欠
か
さ
ず
、
全
山
の
御
堂
、
歴
代
墓
地
に
生
花
は
供
わ
っ
て
い
る
。
通
所
受
産
施
設
と
は
云
へ
、
家
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
通
っ
て
く
る
人
は
、
施
設
入
所
者
と
異
な
り
、
両
親
、
家
族
と
共
に
暮
す
理
想
を
支
え
と
し
な
が
ら
も
親
が
本
人
に
甘
く
、
肥
満
、
運
動
不
足
が
多
く
、
巨
き
な
お
に
ぎ
り
の
よ
う
な
体
で
、
高
い
石
段
を
登
り
、
花
を
活
け
て
く
れ
る
姿
は
、
真
剣
な
後
ろ
姿
で
あ
り
、
活
け
終
る
と
、
「
が
っ
ち
ょ
う
」
と
声
を
掛
け
あ
い
祈
る
姿
は
教
え
ず
し
て
、
覚
え
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
四
十
三
年
夏
、
信
州
長
野
の
善
光
寺
さ
ん
で
浄
土
宗
ス
カ
ウ
ト
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
が
あ
り
、
そ
の
帰
路
、
牧
達
雄
先
生
に
連
れ
ら
れ
登
っ
だ
鉢
伏
山
山
頂
で
出
逢
っ
た
、
山
草
の
お
花
畑
を
裸
馬
で
疾
駆
す
る
ダ
ウ
ン
症
の
少
年
と
、
放
牧
中
の
ジ
ャ
ー
ジ
種
の
乳
牛
を
動
機
に
始
め
た
竜
雲
少
年
農
場
の
構
想
は
五
十
一
年
、
五
十
名
定
員
の
成
人
更
生
施
設
と
し
て
始
ま
り
、
三
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
山
林
を
、
園
生
の
手
と
足
で
伐
採
、
日
本
芝
の
植
付
と
、
山
地
酪
農
方
式
の
手
順
で
次
々
と
進
め
て
行
き
、
手
造
の
牧
野
に
は
搾
乳
牛
、
一
〇
頭
。
育
成
牛
、
一
〇
頭
、
ホ
ー
ム
ス
パ
ン
用
、
羊
五
頭
、
鶏
、
う
さ
ぎ
、
鵞
鳥
と
、
小
動
物
園
を
呈
し
て
い
る
。
中
で
も
乳
牛
の
放
牧
は
朝
、
夕
、
乳
牛
が
、
搾
乳
所
へ
自
分
で
帰
っ
て
き
て
、
乳
搾
り
が
済
む
と
、
又
、
山
へ
帰
っ
て
ゆ
く
。
年
功
序
列
が
あ
り
、
牛
の
並
ぶ
順
が
、
一
つ
違
っ
て
も
大
騒
ぎ
に
な
る
。
私
な
ど
、
ど
の
牛
も
皆
、
同
じ
、
黒
白
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
と
し
か
視
え
な
い
が
、
園
生
は
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
自
分
好
み
の
名
を
付
け
て
い
る
。
搾
る
牛
も
、
一
人
一
頭
、
重
度
と
い
わ
れ
て
、
1
・
Q
測
定
不
能
の
人
も
、
上
手
に
こ
な
し
て
い
る
。
設
立
当
初
、
乳
牛
の
放
牧
が
、
こ
こ
迄
、
こ
の
入
達
に
ムロ
う
と
は
、
正
直
思
わ
な
か
っ
た
が
、
更
生
施
設
の
重
度
と
老
齢
化
、
長
期
滞
留
の
通
例
化
の
精
薄
者
施
設
で
あ
り
な
が
ら
、
少
年
農
場
近
辺
の
休
耕
田
へ
の
、
-
牛
糞
の
投
入
耕
運
か
ら
、
蔬
菜
作
り
、
山
地
伐
採
中
か
ら
、
く
ぬ
ぎ
を
選
別
し
、
「
し
い
た
け
」
作
り
、
又
、
搾
乳
の
乳
を
各
自
、
ふ
ん
だ
ん
に
飲
む
為
、
頑
健
な
体
に
な
り
、
昭
和
五
十
七
年
、
二
十
名
増
員
の
為
、
現
在
員
、
六
十
二
名
中
、
家
庭
が
勇
気
を
持
ち
、
家
庭
か
ら
の
通
所
授
産
、
ミ
ニ
作
業
所
、
職
場
開
拓
を
推
め
、
通
勤
寮
を
備
え
れ
ば
、
半
数
の
三
十
名
を
有
に
越
え
る
園
生
が
社
会
に
出
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
自
然
の
申
で
の
人
闇
の
快
適
な
生
活
環
境
、
酪
農
、
園
芸
、
蔬
菜
作
業
職
種
に
見
る
、
第
一
次
産
業
の
農
業
に
お
け
る
、
知
恵
遅
れ
の
人
々
の
職
種
や
生
産
効
果
は
ま
だ
ま
一116一
だ
拡
く
、
充
分
に
活
動
の
余
地
が
あ
る
。
又
、
小
動
物
園
化
し
た
農
場
は
、
固
め
の
時
期
に
入
っ
た
為
、
美
観
に
力
を
入
れ
、
社
会
全
体
へ
の
解
放
に
よ
り
、
特
に
、
幼
児
や
、
小
学
生
の
家
畜
や
家
禽
へ
の
親
和
性
を
高
め
、
見
て
、
触
っ
て
、
遊
ん
で
、
飲
ん
で
、
体
全
体
で
分
る
農
園
に
し
て
、
知
恵
遅
れ
児
者
の
日
夜
味
わ
っ
て
い
る
素
晴
ら
し
い
、
人
生
の
一
端
を
社
会
の
人
達
に
、
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
施
設
の
社
会
化
で
あ
り
、
地
域
の
活
性
化
、
地
域
交
流
で
あ
り
、
糸
賀
一
雄
先
生
が
、
こ
の
児
ら
を
世
の
光
に
と
唱
え
ら
れ
て
二
十
年
の
歳
月
を
経
た
が
、
今
は
そ
の
光
も
恒
常
的
な
光
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
さ
て
、
施
設
内
で
順
調
に
伸
び
て
来
た
園
生
も
、
こ
れ
か
ら
、
社
会
で
暮
す
為
に
は
、
施
策
の
上
か
ら
も
、
設
備
そ
の
他
の
面
か
ら
も
、
多
く
の
超
え
、
越
え
ね
ば
な
ら
な
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
が
、
世
の
申
の
ス
ピ
ー
ド
化
は
施
設
の
経
営
に
も
激
し
く
及
び
、
当
学
園
の
持
つ
、
肉
体
、
精
神
の
治
癒
力
を
見
込
ま
れ
た
の
か
、
戸
塚
ヨ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
と
変
ら
ぬ
入
所
者
の
申
し
込
み
が
続
い
て
い
る
。
1
・
Q
・
50
、
家
庭
内
暴
力
、
二
十
一
歳
男
子
、
大
人
し
く
て
、
や
さ
し
い
風
貌
、
最
初
の
面
会
口
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
へ
入
れ
た
と
訪
れ
た
父
親
の
頭
を
隠
し
持
っ
た
「
い
わ
た
」
(大
き
目
の
石
)
で
一
発
が
つ
ん
と
や
り
、
父
は
跳
ん
で
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
夕
方
家
へ
電
話
し
、
お
父
さ
ん
さ
っ
き
は
、
ご
め
ん
な
さ
い
、
今
度
は
し
ま
せ
ん
か
ら
又
、
面
会
に
来
て
下
さ
い
。
と
、
に
こ
に
こ
し
て
い
た
。
1
・
Q
・
70
、
三
十
五
歳
、
独
身
男
子
、
月
収
、
二
十
万
。
酒
好
き
、
パ
チ
ン
コ
、
そ
の
他
色
々
。
仲
間
と
連
れ
だ
っ
て
、
一
晩
に
何
軒
も
、
は
し
ご
し
、
付
け
は
、
家
へ
廻
す
。
家
庭
が
耐
え
き
れ
ず
入
所
へ
。
仕
事
力
抜
群
。
「
施
設
は
今
…
…
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
付
け
れ
ば
、
重
度
、
重
症
測
定
不
能
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
人
迄
、
学
園
内
で
の
協
同
生
活
に
、
不
測
の
事
故
の
起
ら
な
い
の
が
、
不
思
議
だ
ろ
う
。
北
海
道
は
東
め
果
て
、
標
津
に
、
農
場
を
作
っ
た
が
、
医
師
と
薬
に
頼
る
こ
と
を
う
ん
と
少
く
し
、
戸
塚
ヨ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
と
正
反
対
の
指
導
や
対
応
を
し
、
(
時
々
職
員
が
撲
ら
れ
る
。
私
も
二
の
腕
を
噛
ま
れ
た
。
)
各
種
受
け
皿
施
設
を
次
々
と
作
っ
て
ゆ
く
、
面
白
く
、
楽
し
い
明
日
が
来
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。
さ
て
昭
和
三
十
八
年
、
兄
の
経
営
す
る
大
照
学
園
を
退
職
し
、
四
国
へ
帰
っ
て
精
薄
児
施
設
設
立
後
の
今
日
迄
、
数
え
き
れ
ぬ
多
く
の
方
々
の
お
世
話
に
な
り
、
今
日
に
到
っ
た
が
、
そ
の
内
容
の
一
部
は
十
五
周
年
に
記
し
、
五
十
年
代
以
後
は
、
昭
和
六
十
年
刊
行
予
定
の
二
十
周
年
に
記
す
る
つ
も
り
だ
が
、
学
園
に
関
す
る
諸
々
に
つ
い
て
ソ
フ
ト
の
方
も
、
ハ
ー
ド
の
方
も
何
と
か
こ
な
せ
る
職
員
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
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れ
ら
の
人
達
と
、
充
分
、
練
り
に
練
っ
て
、
検
討
に
検
討
を
重
ね
て
、
行
き
詰
っ
た
、
福
祉
の
前
途
に
処
し
た
い
と
思
う
。
今
、
申
央
、
地
方
を
問
わ
ず
、
障
害
者
の
問
題
を
視
る
時
、
精
薄
児
・
者
の
問
題
は
、
身
体
障
害
者
の
問
題
提
起
に
比
べ
て
、
弱
く
な
っ
て
い
る
。
長
期
行
動
計
画
も
提
言
さ
れ
、
前
途
は
、
模
索
さ
れ
て
い
る
が
、
申
央
へ
行
き
、
印
刷
物
に
な
り
、
会
議
の
机
上
に
置
か
れ
る
と
、
観
念
的
な
難
か
し
い
言
葉
の
羅
列
に
な
り
力
の
弱
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
企
画
、
提
言
の
マ
イ
ナ
ス
面
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、
。ブ
ラ
ス
へ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
に
欠
け
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
現
実
の
仕
事
場
は
、
非
常
な
危
険
に
盗
れ
て
い
る
が
、
逆
に
、
。プ
ラ
ス
へ
の
転
化
の
力
を
充
分
秘
め
て
い
る
も
の
と
思
う
。
浄
土
宗
の
寺
院
の
福
祉
活
動
の
一
端
で
、
現
場
に
没
入
し
て
い
る
も
の
に
と
っ
て
、
仏
教
大
学
の
福
祉
学
科
、
浄
土
宗
の
社
会
福
祉
事
業
協
会
は
、
暗
夜
の
光
明
に
等
し
い
も
の
で
あ
る
。
同
宗
の
誼
を
も
っ
て
、
諸
々
の
研
究
成
果
を
末
端
に
お
流
し
下
さ
る
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。
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